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音声を聞く・話す際の人間の脳情報
処理を解明する研究です。これま
で、発話リズム変換技術“それっぽ
くしゃべります”を開発し、知覚実
験により音声知覚における発話リズ
ムの重要性を示してきましたが、発
話リズムと脳情報処理の関係につい
ては分かっていませんでした。

日本語母語話者の英語音声の発話リ
ズムをネイティブっぽく変換し、英
語母語話者に聞かせ、その際の脳活
動をfMRI(機能的磁気共鳴画像法)に
より計測しました。その結果、発話
の時間タイミング生成に関与すると
される補足運動野の活動が変換によ
り小さくなることが分かりました。

発話リズムをネイティブに近づける
ように変換することで、英語母語話
者の脳の負担を軽減できる可能性が
示されました。つまり、外国語音声
の発話リズム変換を行うことで、聞
き取りやすく、脳にやさしい音声を
作り出すことができると期待されま
す。
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※発話リズムの抽出にはNTD法[1]を使用発話リズム変換技術“それっぽくしゃべります”
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日本語発話リズム、英語発話リズムの日本語母語話者の英語音声を、

英語母語話者が聞いている際の脳活動をfMRIで計測

結果

• 日本語発話リズムより、英語発話リズムの音声を聞く際に補

足運動野の活動が小さくなることを発見

• 本来、補足運動野は発話における時間タイミングの生成に関

与するとされていることから、発話のシミュレーションによ

り、発話リズムの不自然さの検出/修正が行われている可能性

を示唆

• ネイティブっぽい発話リズムに変換したことで、脳への負荷が

軽減された

• 音声知覚における発話リズムの重要性を脳の観点から示した 補
足
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発話リズム変換

それっぽくしゃべるとは

～発話リズム変換技術を用いた脳における音声情報処理の解明～
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